
事務 ト

経

9 22,130 23,

費

221 0 0 0

国庫支出

○

金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

管

0

県支出金 0 0 0 0 0

理

0 0 0 0 0

市　　債 0

経

0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ

費

 の 他 0 0 0 0 0 0

[

0 0 0 0

一般財源（税

長

等） 127 125 48

期

42 200 182 16

総

5 0 165 0

所要人数

合

正規職員 4.82 3.

計

07 2.99 3.00

画

2.99 2.84 2.

]

98 0.00 0.00

そ

0.00

（人） 正規職

の

員以外 0.00 0.0

他

0 0.00 0.00 0

分

.00 0.00 0.0

野

0 0.00 0.00 0

別

.00

主な予算内訳
旅

目

費175千円

標 ２
住

３　目標及び実

み

績
指標名 単位 令和04

た

年度 令和05年度 令和

い

06年度 令和07年度

と

令和08年度

活
動
指
標

選

市街地再開発事業関係

ば

団体のワークショップ

れ

開催回数
回

目標値 6 6

る

6 6

実績値 12 20 2

魅

1

達成度(%) 200

力

% 333% 350% %

が

%

目標値

実績値

達成度

あ

(%)

成
果
指
標

【累計

ふ

】市街地再開発事業の

れ

事業認可数
件

目標値 4

る

4 4 4

実績値 4 4 4

達

ま

成度(%) 100% 1

ち

00% 100% % %

目

事

標値

実績値

達成度(%

業

)

区分(2)
自治事務 ○ 法定受託事務

その他

政　策 １
中心市街地の魅力向上 会計

款

施　策 １
中心市街地の魅力向上 会計・ 項

予算

事

区分 目

取組方針 １
都市機能の充実とまちなか居住の促進 大事業

中事業

事業種別 継続 関連個別計画 まちなか再生計画、社会資本総合整備計画、都市再生整備計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 都市再生課 中野 4

業

35-1048

事業実施の根拠法令 社会資本整備総合交付金交付要綱 関連課 市民図書館、子育て支援課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目

チ

的

　市街地再開発事業等を行う事業者に対して、市の補助金に併せて、 ・市街地環境の整備、良好な市街地住宅の供給、空地等の整備等を総合的に促進

国・県補助の導入を図り、財政支援を行うとともに、技術的支援や賑 ・

ェ

市街地再開発などのまちづくりに積極的な組織・団体への調査研究等及び構想計画の策定に対する資金

わい創出を図るための助言を行い、まちなか（中心市街地）の活性化 援助

を図る。

事
業
内
容

令和0

事

4年度 令和05年度 令

ッ

務

和06年度 令和07年

事

度 令和08年度

・市街

業

地再開発事業等に関す

N

・市街地再開発事業等

o

に関す ・市街地再開発

事

事業等に関す ・市街地

業

再開発事業等に関す ・

名

市街地再開発事業等に

[

関す

る相談、協議 る相

事

談、協議 る相談、協議

ク

業

る相談、協議 る相談、

基

協議

本情報]

２　事業コスト

事業費

1

等（千円）
令和04年

5

度 令和05年度 令和0

0

6年度 令和07年度 令

2

和08年度

当初予算 決

シ

9

算 当初予算 決算 当初予

市

算 決算 当初予算 決算 計

街

画 決算

事業費 127 1

地

25 48 42 200 1

再

82 165 0 165 0

開

伸び率（％） 0% 52

発

5% △62.2% △6

促

6.4% 316.7%

進

333.3% △17.

事

5% △100% 0% 0

ー

業

%

人件費
正規職員 37

事

,389 23,814

業

23,278 23,3

区

55 23,299 22

分

,130 23,221

(

0 0 0

正規職員以外 0

1

0 0 0 0 0 0 0 0 0

小

)

計 37,389 23,

事

814 23,278 2

業

3,355 23,29



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） ○ 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 ○ 重要かつ高い貢献度がある 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

　事業制度の性質上、地権者や借地権者などの権利者の意向が重要な制度であり、また、同意形成など時間のかかる事業で

もあるため、根気強く普及啓発してい

４

く必要があると考えて

　

いる。

　事業に向けた

事

相談件数は増加してお

業

り、更なる市街地の土

の

地の合理的かつ健全な

評

高度利用と都市機能の

価

更新とを図るため

担当

評

課評価の根拠
、引き続

価

き普及啓発に努め、当

基

該事業の促進を図りた

準

い。

　平成２７年度か

[

ら北汀丁地区第一種市

妥

街地再開発事業、平成

当

２８年度から和歌山市

性

駅前地区と友田町四丁

]

目地区が事業開

始し、

事

いずれの地区も令和2

業

年度に事業終了。

・事

の

業実施を検討する事業

ニ

者と権利者をつなぐ仕

ー

組みを検討する

・エリ

ズ

ア別に誘導したい都市

は

施設を明確にするとと

あ

もに、重点エリアを定

る

める。

・補助金の査定

か

を適切に行う。

見直し

○

・改善内容

増加している 横ばい 減少している

[妥当



事務 ト

事

算 当初予算 決算 当初予

業

算 決算 当初予算 決算 計

経

画 決算

事業費 13,5

費

56 4,968 10,

○

986 10,230 4

管

4,938 35,79

理

0 13,119 0 13

経

,119 0

伸び率（％

費

） 171.1% 18.

[

9% △19% 105.

長

9% 309% 249.

期

9% △70.8% △1

総

00% 0% 0%

人件費

合

正規職員 24,900

計

23,814 23,2

画

78 23,355 23

]

,299 22,130

そ

23,221 0 0 0

正

の

規職員以外 0 0 0 0 0

他

0 0 0 0 0

小計 24,

分

900 23,814 2

野

3,278 23,35

別

5 23,299 22,

目

130 23,221 0

標

0 0

国庫支出金 6,7

２

78 2,484 5,4

住

93 5,115 12,

み

208 8,545 0 0

た

0 0

県支出金 0 0 0 0

い

10,260 9,35

と

0 6,500 0 6,5

選

00 0

市　　債 0 0 0

ば

0 0 0 0 0 0 0

そ の

れ

 他 0 0 0 0 10,2

る

60 9,350 0 0 0

魅

0

一般財源（税等） 6

力

,778 2,484 5

が

,493 5,115 1

あ

2,210 8,545

ふ

6,619 0 6,61

れ

9 0

所要人数 正規職員

る

3.21 3.07 2.

ま

99 3.00 2.99

ち

2.84 2.98 0.

事

00 0.00 0.00

業

（人） 正規職員以外 0

区

.00 0.00 0.0

分

0 0.00 0.00 0

(

.00 0.00 0.0

2

0 0.00 0.00

主

)

な予算内訳
委託料34

自

,925千円

治事務

３　目標及び実

○

績
指標名 単位 令和04

法

年度 令和05年度 令和

定

06年度 令和07年度

受

令和08年度

活
動
指
標

託

市街地再開発事業関係

事

団体のワークショップ

務

開催回数
回

目標値 6 6

そ

6 6 6

実績値 12 20

の

21

達成度(%) 20

他

0% % % % %

目標値

実

政

績値

達成度(%)

成
果

　

指
標

まちなか居住人口

策

の比率（各年度3/1

１

時点：本町、城北、広

中

瀬、雄湊
％

目標値 9.

心

14 9.14 9.14

市

9.14 9.14

、大

街

新、新南、宮北地区）

地

実績値 8.94 8.9

の

6 9.01

達成度(%

魅

) 97.8% 98.0

力

% 98.6% % %

まち

向

なか居住人口（各年度

上

3/1時点：本町、城

会

北、広瀬、雄湊、大新

計

人
目標値 32332 3

款

2332 32332 3

施

2332 32332

、

　

新南、宮北地区） 実績

策

値 31289 3107

１

3 30931

※現状維

中

持を目指す 達成度(%

心

) 96.7% 96.1

市

% 95.7% % %

街地の魅力向上 会計・ 項

事

予算区分 目

取組方針 １
都市機能の充実とまちなか居住の促進 大事業

中事業

事業種別 継続 関連個別計画 立地適正化計画、社会資本総合整備計画、都市再生整備計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 都市再生課 中野

業

435-1048

事業実施の根拠法令 都市再生特別措置法、社交金交付要綱 関連課 交通政策課、管財課、道路政策課、道路建設課、道路管理課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態に

チ

するための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

　中心市街地における都市機能を充実させ、便利で魅力的なまちを形 ・立地適正化計画に位置付けられる都市機能誘導区域内において、都市構造の再構築を図ることを目的と

成する

ェ

ことで、まちなか居住を促進するとともに、公民連携による賑 した都市再生整備計画（都市構造再編集中支援事業）を策定し、公共施設の再編や新たな都市機能の立地

わいの創出を図ることにより、ま

事

ちなかの再生を目指す

ッ

務

。 などを図り、まちな

事

かの再生を目指す。

・

業

南海和歌山市駅や和歌

N

山城周辺、JR和歌山

o

駅周辺において、公共

事

施設の再生・再構築検

業

討や再開発事業

等の可

名

能性調査を行う。

事
業

[

内
容

令和04年度 令和

事

05年度 令和06年度

ク

業

令和07年度 令和08

基

年度

・官民連携まちづ

本

くりの推進 ・官民連携

情

まちづくりの推進 ・官

報

民連携まちづくりの推

]

進 ・官民連携まちづく

1

りの推進 ・官民連携ま

5

ちづくりの推進

・公共

0

施設の再生・再構築検

3

・公共施設の再生・再

シ

1

構築検 ・公共施設の再

ま

生・再構築検 ・公共施

ち

設の再生・再構築検 ・

な

公共施設の再生・再構

か

築検

討や再開発事業等

再

の可能性調 討や再開発

生

事業等の可能性調 討や

計

再開発事業等の可能性

画

調 討や再開発事業等の

推

可能性調 討や再開発事

ー

進

業等の可能性調

査 査 査

事

査 査

業
事業区

２　事業コスト

事業費

分

等（千円）
令和04年

(

度 令和05年度 令和0

1

6年度 令和07年度 令

)

和08年度

当初予算 決



性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい ○ 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか できない ○ 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

　人口集中地区（ＤＩＤ）の面積が拡大し、その中の人口密度が低下する中で、特に中心市街地における人口の減少が著し

く、このまま人口減少が進むとまちの

４

空洞化が進み、賑わい

　

がますます失われるこ

事

とが懸念される。そん

業

な中、本市におい

ても

の

コンパクトシティの実

評

現を目指しており、ま

価

ずその核となる中心市

評

街地において都市機能

価

を充実させ、便利で魅

基

力的な

担当課評価の根

準

拠
まちを形成すること

[

で、まちなか居住や賑

妥

わいの創出を目指して

当

いく必要があるため。

性

　都市構造再編集中支

]

援事業の推進には、部

事

局横断的に公共施設再

業

編や新たな都市機能の

の

立地等を検討していく

ニ

必要がある

ため、より

ー

一層の庁内調整と協力

ズ

体制の構築が必要であ

は

る。

見直し・改善内容

あるか ○ 増加している 横ばい 減少している

[妥当



事務 ト

費

.5% 7% 1.3% △

○

4.2% 5% △100

管

% 0% 0%

人件費
正規

理

職員 4,500 4,5

経

00 6,929 5,0

費

61 5,221 7,0

[

13 8,260 0 8,

長

260 0

正規職員以外

期

895 895 907 9

総

07 912 932 0 0

合

0 0

小計 5,395 5

計

,395 7,836 5

画

,968 6,133 7

]

,945 8,260 0

そ

8,260 0

国庫支出

の

金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他

0

県支出金 0 0 0 0 0

分

0 0 0 0 0

市　　債 0

野

0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ

別

 の 他 103,91

目

1 123,415 12

標

9,212 139,6

２

99 135,674 1

住

40,647 141,

み

154 0 141,15

た

4 0

一般財源（税等）

い

△9,065 △29,

と

359 △31,974

選

△39,033 △37

ば

,189 △44,23

れ

5 △37,707 0 △

る

37,707 0

所要人

魅

数 正規職員 0.58 0

力

.58 0.89 0.6

が

5 0.67 0.90 1

あ

.06 0.00 1.0

ふ

6 0.00

（人） 正規

れ

職員以外 0.47 0.

る

47 0.47 0.47

ま

0.47 0.48 0.

ち

00 0.00 0.00

事

0.00

主な予算内訳

業

管理運営委託料　82

区

,919千円　機械等

分

借上料　5,857千

(

円　所々修繕料　2,

2

750千円　消耗品費

)

　2,435千円

自治事

３　目標及

務

び実績
指標名 単位 令和

○

04年度 令和05年度

法

令和06年度 令和07

定

年度 令和08年度

活
動

受

指
標

稼働駐車場数
箇所

託

目標値 2 ２ 2 2 2

実績

事

値 2 2 2

達成度(%)

務

100% 100% 10

そ

0% % %

目標値

実績値

の

達成度(%)

成
果
指
標

他

城北、けやき駐車場の

政

一時駐車台数
台

目標値

　

252,623 252

策

,623 252,62

１

3 252,623 25

中

2,623

実績値 25

心

6,476 271,4

市

31 284,952

達

街

成度(%) 101.5

地

3% 107.44% 1

の

12.79% % %

城北

魅

、けやき駐車場の料金

力

収入
千円

目標値 149

向

,049 149,04

上

9 149,049 14

会

9,049 149,0

計

49

実績値 123,1

駐

76 133,762 1

車

40,409

達成度(

場

%) 82.64% 89

管

.74% 94.20%

理

% %

事業特別会計

款 道路駐車場管理費

施　

事

策 １
中心市街地の魅力向上 会計・ 項 道路駐車場管理費

予算区分 目 道路駐車場管理費

取組方針 １
都市機能の充実とまちなか居住の促進 大事業 道路駐車場管理事業

中事業 道路駐車場管理事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無

業

し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel まちなみ景観課 稲立　昭彦 435-1082

事業実施の根拠法令 和歌山市道路附属物自動車駐車場条例、他自転車 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をど

チ

ういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

道路の効用を保持し交通の円滑化を図るため、違法駐車を排除するこ 増大する車社会への対応として、違法駐車を排除し道路の効用を保持することで、安全で快適な交

ェ

通の確

とで、安全で快適な交通を確保することを目的とする。 保を図るため、市営駐車場の管理運営を行う。

事
業
内
容

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度 令和08年度

城北公園地下駐

事

車場、けやき 城北公園

ッ

務

地下駐車場、けやき 城

事

北公園地下駐車場、け

業

やき 城北公園地下駐車

N

場、けやき 城北公園地

o

下駐車場、けやき

大通

事

り地下駐車場及びけや

業

き 大通り地下駐車場及

名

びけやき 大通り地下駐

[

車場及びけやき 大通り

事

地下駐車場及びけやき

ク

業

大通り地下駐車場及び

基

けやき

大通り地下自転

本

車等駐車場の 大通り地

情

下自転車等駐車場の 大

報

通り地下自転車等駐車

]

場の 大通り地下自転車

1

等駐車場の 大通り地下

1

自転車等駐車場の

管理

2

運営を行う。 管理運営

3

を行う。 管理運営を行

シ

6

う。 管理運営を行う。

道

管理運営を行う。

路駐車場

２　事業

管

コスト

事業費等（千円

理

）
令和04年度 令和0

事

5年度 令和06年度 令

業

和07年度 令和08年

ー

事

度

当初予算 決算 当初予

業

算 決算 当初予算 決算 当

区

初予算 決算 計画 決算

事

分

業費 94,846 94

(

,056 97,238

1

100,666 98,

)

485 96,412 1

事

03,447 0 103

業

,447 0

伸び率（％

経

） △3.6% △2% 2



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか できない ○ 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

城北公園地下駐車場及びけやき大通り地下駐車場について、けやきの30分無料社会実験により得られたデータをもとに、条

例の一部改正を行い、30分無料の

４

料金体系を導入するこ

　

とで、付近違法駐車の

事

解消と利用者の利便性

業

の向上を図る。

けやき

の

・城北両地下駐車場に

評

ついては、駐車場の高

価

質化を目指した更新・

評

改修工事を令和2年度

価

に完了した。

担当課評

基

価の根拠

社会実験を実

準

施。城北・けやき両地

[

下駐車場について、条

妥

例の一部改正により、

当

30分無料の料金体系

性

を平成31年度から導

]

入

。

見直し・改善内容

事業のニーズはあるか ○ 増加している 横ばい 減少している

[妥当



事務 ト

管

初予算 決算 計画 決算

事

理

業費 60,615 57

経

,793 61,204

費

61,204 63,6

[

44 62,563 65

長

,100 0 65,10

期

0 0

伸び率（％） △9

総

.5% △9.8% 1%

合

5.9% 4% 2.2%

計

2.3% △100% 0

画

% 0%

人件費
正規職員

]

4,500 4,500

そ

7,941 5,061

の

5,221 7,013

他

8,260 0 8,26

分

0 0

正規職員以外 89

野

5 895 907 907

別

912 932 0 0 0 0

目

小計 5,395 5,3

標

95 8,848 5,9

２

68 6,133 7,9

住

45 8,260 0 8,

み

260 0

国庫支出金 0

た

0 0 0 0 0 0 0 0 0

県

い

支出金 0 0 0 0 0 0 0

と

0 0 0

市　　債 0 0 0

選

0 0 0 0 0 0 0

そ の

ば

 他 70,560 11

れ

4,939 101,4

る

19 129,907 1

魅

30,006 137,

力

704 136,282

が

0 136,282 0

一

あ

般財源（税等） △9,

ふ

945 △57,146

れ

△40,215 △68

る

,703 △66,36

ま

2 △75,141 △7

ち

1,182 0 △71,

事

182 0

所要人数 正規

業

職員 0.58 0.58

区

1.02 0.65 0.

分

67 0.90 1.06

(

0.00 1.06 0.

2

00

（人） 正規職員以

)

外 0.47 0.47 0

自

.47 0.47 0.4

治

7 0.48 0.00 0

事

.00 0.00 0.0

務

0

主な予算内訳
管理運

○

営委託料　39,95

法

8千円　消耗品費　3

定

,254千円　機械等

受

借上料　2,904千

託

円　所々修繕料　2,

事

250千円

務

その

３　目標及び実績

他

指標名 単位 令和04年

政

度 令和05年度 令和0

　

6年度 令和07年度 令

策

和08年度

活
動
指
標

稼

１

働駐車場数
箇所

目標値

中

4 4 4 4 4

実績値 4 4

心

4

達成度(%) 100

市

% 100% 100% %

街

%

目標値

実績値

達成度

地

(%)

成
果
指
標

京橋、

の

本町、中央、北、大新

魅

駐車場の一時駐車台数

力

台
目標値 384,86

向

6 384,866 38

上

4,866 384,8

会

66 384,866

（

計

京橋は令和３年度に営

駐

業終了、北は令和３年

車

度に開始） 実績値 61

場

5,290 594,6

管

80 613,124

達

理

成度(%) 159.8

事

7% 154.51% 1

業

59.31% % %

京橋

特

、本町、中央、北、大

別

新駐車場の料金収入
千

会

円
目標値 137,46

計

3 137,463 13

款

7,463 137,4

駐

63 137,463

（

車

京橋は令和３年度に営

場

業終了、北は令和３年

管

度に開始） 実績値 11

理

0,500 125,5

費

20 131,821

達

施

成度(%) 80.39

　

% 91.31% 95.

策

90% % %

１
中心

事

市街地の魅力向上 会計・ 項 駐車場管理費

予算区分 目 駐車場管理費

取組方針 １
都市機能の充実とまちなか居住の促進 大事業 駐車場管理事業

中事業 駐車場管理事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長

業

・Tel まちなみ景観課 稲立　昭彦 435-1082

事業実施の根拠法令 和歌山市営駐車場条例 関連課 管財課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

チ

事
業
目
的

道路の効用を保持し交通の円滑化を図るため、違法駐車を解消するこ 増大する車社会への対応として、違法駐車を解消し道路の効用を保持することで、安全で快適な交通の確

とで、安全で快適な交通を確保すること

ェ

を目的として市営駐車場の管 保を図るため、市営駐車場の管理運営を行う。

理運営を行う。

事
業
内
容

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度 令和08年度

京橋駐車場、本町地下駐車場 京橋

事

駐車場、本町地下駐車

ッ

務

場 京橋駐車場、本町地

事

下駐車場 本町地下駐車

業

場、中央駐車場 本町地

N

下駐車場、中央駐車場

o

、中央駐車場、大新地

事

下駐車 、中央駐車場、

業

大新地下駐車 、中央駐

名

車場、大新地下駐車 、

[

大新地下駐車場、北駐

事

車場 、大新地下駐車場

ク

業

、北駐車場

場の管理運

基

営及び駐車場管理 場の

本

管理運営及び駐車場管

情

理 場の管理運営及び駐

報

車場管理 の管理運営及

]

び駐車場管理事 の管理

1

運営及び駐車場管理事

1

事業特別会計に係る消

2

費税及 事業特別会計に

3

係る消費税及 事業特別

シ

8

会計に係る消費税及 業

駐

特別会計に係る消費税

車

及び 業特別会計に係る

場

消費税及び

び地方消費

管

税の管理を行う。 び地

理

方消費税の管理を行う

事

。 び地方消費税の管理

業

を行う。 地方消費税の

事

管理を行う。 地方消費

業

税の管理を行う。

ー

区分(1

２　事業

)

コスト

事業費等（千円

事

）
令和04年度 令和0

業

5年度 令和06年度 令

経

和07年度 令和08年

費

度

当初予算 決算 当初予

○

算 決算 当初予算 決算 当



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか できない ○ 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

中央駐車場は90分無料措置の導入後減収傾向が続いている。令和3年度から北駐車場が共用開始され収益は増加する見込み

となっている。

本町地下駐車場が令

４

和2年4月から再開し

　

た。

担当課評価の根拠

事

利用料金制の指定管理

業

者による大新地下駐車

の

場、本町地下駐車場の

評

再開

北駐車場の共用開

価

始に伴い、中央駐車場

評

と北駐車場は同一の料

価

金体系とし、平日の1

基

7時以降、土日祝日の

準

料金引き下げ、平

日昼

[

間の最大料金の設定し

妥

、料金体系を見直した

当

。

見直し・改善内容

性]事業のニーズはあるか ○ 増加している 横ばい 減少している

[妥当



事務 ト

○

4 90 54 90 32 9

管

0 0 90 0

一般財源（

理

税等） 9,061 8,

経

582 16,190 1

費

9,354 5,112

[

4,552 4,715

長

0 4,715 0

所要人

期

数 正規職員 1.24 1

総

.00 1.62 1.6

合

4 1.51 1.39 0

計

.88 0.00 0.8

画

8 0.00

（人） 正規

]

職員以外 0.00 0.

そ

00 0.00 0.00

の

0.00 0.00 0.

他

00 0.00 0.00

分

0.00

主な予算内訳

野

装飾委託料 4,88

別

9千円、まちなかイロ

目

ドリ業務委託料　2,

標

965千円　等

２
住み

３　目標及び

た

実績
指標名 単位 令和0

い

4年度 令和05年度 令

と

和06年度 令和07年

選

度 令和08年度

活
動
指

ば

標

「まちなかイロドリ

れ

」で使用した物件数
件

る

目標値 5 5 ５ 5 5

実績

魅

値 5 8 6

達成度(%)

力

100% 160% 12

が

0% % %

目標値

実績値

あ

達成度(%)

成
果
指
標

ふ

「まちなかイロドリ」

れ

で使用した物件での新

る

規開業店舗数
店舗

目標

ま

値 2 2 2 2 2

実績値 2

ち

2 2

達成度(%) 10

事

0% 100% 100%

業

% %

目標値

実績値

達成

区

度(%)

分(2)
自治事務 ○ 法定受託事務

その他

政　策 １
中心市街地の魅力向上 会計 一般会計

款 商工費

施　策 １
中心市街地の魅力向上 会

事

計・ 項 商工費

予算区分 目 まちづくり推進費

取組方針 ２
賑わいの創出 大事業 まちづくり推進事業

中事業 まちなか魅力創出事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 商工振興課 内畑　圭司 43

業

5-1233

事業実施の根拠法令 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

まちなかの魅力を向上させるため まちなかを歩いて楽しく過

チ

ごせるよう、まちなかの魅力を向上させる事業を実施する。

事
業
内
容

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度 令和08年度

まちなかの魅力を向上させる まちなかの魅力を向上させる まちなかの魅力を向上させる

ェ

まちなかの魅力を向上させる まちなかの魅力を向上させる

ための諸事業を実施する。 ための諸事業を実施する。 ための諸事業を実施する。 ための諸事業を実施する。 ための諸事業を実施する。

事

ッ

務事業

２　事業コス

N

ト

事業費等（千円）
令

o

和04年度 令和05年

事

度 令和06年度 令和0

業

7年度 令和08年度

当

名

初予算 決算 当初予算 決

[

算 当初予算 決算 当初予

事

算 決算 計画 決算

事業費

ク

業

11,763 11,2

基

89 26,392 23

本

,885 9,083 8

情

,182 8,321 0

報

8,321 0

伸び率（

]

％） 0.6% 11.4

7

% 124.4% 111

9

.6% △65.6% △

4

65.7% △8.4%

ま

△100% 0% 0%

人

シ

ち

件費
正規職員 9,61

な

9 7,757 12,6

か

12 12,768 11

魅

,766 10,831

力

6,857 0 6,85

創

7 0

正規職員以外 0 0

出

0 0 0 0 0 0 0 0

小計

事

9,619 7,757

業

12,612 12,7

事

68 11,766 10

ー

業

,831 6,857 0

区

6,857 0

国庫支出

分

金 2,612 2,65

(

3 10,112 4,4

1

77 3,881 3,5

)

98 3,516 0 3,

事

516 0

県支出金 0 0

業

0 0 0 0 0 0 0 0

市　

経

　債 0 0 0 0 0 0 0 0

費

0 0

そ の 他 90 5



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか できない ○ 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実

現状維持 ○

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

・イルミネーションやまちなかで新規開業を促すイベントの実施等は、まちなかの交流人口の増加や賑わいの創出に寄与し

ている。

・まちなかイロドリ事業でこ

４

れまで活用した空き店

　

舗延べ62件のうち、

事

令和6年度末時点では

業

25件が開業に至って

の

おり、ま

担当課評価の

評

根拠
ちなかの空き店舗

価

解消に寄与している。

評

・行政主体のイベント

価

から民間主体のイベン

基

ト開催への移行を進め

準

ていく。（魅力ある商

[

店街づくり事業におい

妥

て、平成30

年度から

当

ナイトマーケット等の

性

事業を補助対象に追加

]

。）

・令和6年度は、

事

JR和歌山駅から和歌

業

山城までをイルミネー

の

ションで彩る民間主体

ニ

事業と連携することで

ー

、夜間の滞留時間

を延

ズ

伸させ、夜間消費ひい

は

ては市内消費拡大を促

あ

した。

見直し・改善内

る

容

か ○ 増加している 横ばい 減少している

[妥当



事務 ト

経

,830 52,830

費

0 52,830 0

正規

管

職員以外 15,985

理

15,985 15,9

経

11 15,367 15

費

,359 14,305

○

16,912 0 16,

[

912 0

小計 57,0

長

98 59,735 59

期

,819 58,652

総

58,683 67,1

合

35 69,742 0 6

計

9,742 0

国庫支出

画

金 158,556 88

]

,591 263,27

そ

7 44,349 269

の

,134 66,454

他

48,711 0 48,

分

711 0

県支出金 6,

野

620 3,089 10

別

,098 233 10,

目

229 3,287 2,

標

899 0 2,899 0

２

市　　債 22,600

住

16,200 47,6

み

00 12,300 50

た

,900 26,800

い

4,200 0 4,20

と

0 0

そ の 他 117

選

,433 103,05

ば

1 115,209 11

れ

6,633 116,9

る

41 125,262 1

魅

24,962 0 124

力

,962 0

一般財源（

が

税等） 50,521 1

あ

17,226 56,8

ふ

90 107,841 5

れ

9,444 380,9

る

12 50,190 0 5

ま

0,190 0

所要人数

ち

正規職員 5.30 5.

事

64 5.64 5.56

業

5.56 6.78 6.

区

78 0.00 6.78

分

0.00

（人） 正規職

(

員以外 6.94 6.9

2

4 6.94 6.70 6

)

.70 6.31 7.4

自

6 0.00 7.46 0

治

.00

主な予算内訳
建

事

物移転等補償金（１８

務

２，０００千円）、土

○

地購入費（７９，３６

法

０千円）、動物園業務

定

委託料（６０，３０５

受

千円）、天守閣管理業

託

務委

託料（４３，５３

事

４千円）　等

務

その

３　目標及び実

他

績
指標名 単位 令和04

政

年度 令和05年度 令和

　

06年度 令和07年度

策

令和08年度

活
動
指
標

１

公園内修繕件数
件

目標

中

値

実績値 27 25 29

心

達成度(%) % % % %

市

%

目標値

実績値

達成度

街

(%)

成
果
指
標

天守閣

地

の入場者数
人

目標値 3

の

22,000 336,

魅

000 223,750

力

232,500 241

向

,250

実績値 176

上

,897 214,14

会

1 232,874

達成

計

度(%) 55% 64%

一

104% % %

目標値

実

般

績値

達成度(%)

会計

款 商工費

施　策 １
中心市街地の魅力向

事

上 会計・ 項 観光費

予算区分 目 和歌山城公園管理費

取組方針 ２
賑わいの創出 大事業 和歌山城公園管理事業

中事業 和歌山城公園管理事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 和歌山城整備企画

業

課 南　秀樹 435-1044

事業実施の根拠法令 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

和歌山城公園・岡公園の各施設の修繕・工事

チ

・業務委託等により整備 和歌山城公園・岡公園の施設管理に伴う諸経費

を図り、来園者に安全で快適な環境づくりを行う。

事
業
内
容

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度 令和08年度

和歌山城公園・岡公園に

ェ

係る 和歌山城公園・岡公園に係る 和歌山城公園・岡公園に係る 和歌山城公園・岡公園に係る 和歌山城公園・岡公園に係る

管理運営業務 管理運営業務 管理運営業務 管理運営業務 管理運営業務

動物園・茶室

事

等の委託業務 動物園・

ッ

務

茶室等の委託業務 動物

事

園・茶室等の委託業務

業

動物園等の委託業務 動

N

物園等の委託業務

天守

o

閣・駐車場の指定管理

事

業 天守閣・駐車場の指

業

定管理業 天守閣・駐車

名

場の指定管理業 天守閣

[

・駐車場の指定管理業

事

天守閣・駐車場の指定

ク

業

管理業

務 務 務 務 務

扇の

基

芝整備事業 扇の芝整備

本

事業 扇の芝整備事業 扇

情

の芝整備事業 扇の芝整

報

備事業

]

204

２　事業コスト

事業

7

費等（千円）
令和04

シ

9

年度 令和05年度 令和

和

06年度 令和07年度

歌

令和08年度

当初予算

山

決算 当初予算 決算 当初

城

予算 決算 当初予算 決算

公

計画 決算

事業費 355

園

,730 328,15

管

7 493,074 28

理

1,356 506,6

事

48 602,715 2

ー

業

30,962 0 230

事

,962 0

伸び率（％

業

） 0% 0% 38.6%

区

△14.3% 2.8%

分

114.2% △54.

(

4% △100% 0% 0

1

%

人件費
正規職員 41

)

,113 43,750

事

43,908 43,2

業

85 43,324 52



性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい ○ 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか できる ○ あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実

現状維持 ○

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

外部への業務委託の効率化を進め、公園内の清掃・除草や樹木剪定などの維持管理に努め、城内の景観の向上を図れた。ま

た、天守閣周辺の森林帯の整備による

４

和歌山城の景観維持、

　

老朽化の著しい石垣の

事

保全等に取り組み、来

業

園者が、安全且つ

快適

の

に和歌山城を楽しめる

評

環境づくりができた。

価

また、大手門から二の

評

丸にかけて及び西の丸

価

広場のけやき大通り沿

基

いにラ

担当課評価の根

準

拠
イトアップ設備を設

[

置し、季節やイベント

妥

に応じて城内を照らす

当

「和歌山城～光の回廊

性

～」を開催し、和歌山

]

城の夜間の魅

力を向上

事

することができた。さ

業

らに扇の芝整備事業に

の

ついては、事業用地の

ニ

公有化を進めることが

ー

できた。

動物園の管理

ズ

運営を民間事業者への

は

委託とし、動物とのふ

あ

れあいを充実させるな

る

ど、引き続き来園者の

か

満足度向上を図る。

ま

○

た、公有化が進んでい

増

る扇の芝について、景

加

観向上を図るために整

し

地工事を実施する。

見

て

直し・改善内容

いる 横ばい 減少している

[妥当



事務 ト

事

令和05年度 令和06

業

年度 令和07年度 令和

経

08年度

当初予算 決算

費

当初予算 決算 当初予算

管

決算 当初予算 決算 計画

理

決算

事業費 2,659

経

2,635 2,661

費

2,646 2,658

[

2,644 2,652

長

0 2,652 0

伸び率

期

（％） 0% 0% 0.1

総

% 0.4% △0.1%

合

△0.1% △0.2%

計

△100% 0% 0%

人

画

件費
正規職員 5,12

]

0 5,508 5,52

そ

8 5,372 5,37

の

7 6,624 6,62

他

4 0 6,624 0

正規

分

職員以外 0 0 0 0 0 0

野

0 0 0 0

小計 5,12

別

0 5,508 5,52

目

8 5,372 5,37

標

7 6,624 6,62

２

4 0 6,624 0

国庫

住

支出金 0 0 0 0 0 0 0

み

0 0 0

県支出金 0 0 0

た

0 0 0 0 0 0 0

市　　

い

債 0 0 0 0 0 0 0 0 0

と

0

そ の 他 0 0 0 0

選

0 0 0 0 0 0

一般財源

ば

（税等） 2,659 2

れ

,635 2,661 2

る

,646 2,658 2

魅

,644 2,652 0

力

2,652 0

所要人数

が

正規職員 0.66 0.

あ

71 0.71 0.69

ふ

0.69 0.85 0.

れ

85 0.00 0.85

る

0.00

（人） 正規職

ま

員以外 0.00 0.0

ち

0 0.00 0.00 0

事

.00 0.00 0.0

業

0 0.00 0.00 0

区

.00

主な予算内訳
装

分

飾委託料（２，００５

(

千円）、菊花展開催費

2

補助金（２５０千円）

)

　等

自治

３

事

　目標及び実績
指標名

務

単位 令和04年度 令和

法

05年度 令和06年度

定

令和07年度 令和08

受

年度

活
動
指
標

菊花展出

託

展数
鉢

目標値 300 3

事

00 300 300 30

務

0

実績値 350 350

そ

300

達成度(%) 1

の

17% 117% 100

他

% % %

写生大会応募件

政

数
件

目標値 2,200

　

2,200 2,200

策

2,200 2,200

１

実績値 1,338 1,

中

264 1,221

達成

心

度(%) 61% 57%

市

56% % %

成
果
指
標

天

街

守閣の入場者数
人

目標

地

値 322,000 33

の

6,000 223,7

魅

50 232,500 2

力

41,250

実績値 1

向

76,897 214,

上

141 232,874

会

達成度(%) 55% 6

計

4% 104% % %

目標

一

値

実績値

達成度(%)

般会計

款 商工費

施　策 １
中心市街地の魅力向

事

上 会計・ 項 観光費

予算区分 目 和歌山城公園管理費

取組方針 ２
賑わいの創出 大事業 和歌山城公園管理事業

中事業 和歌山城公園イベント事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 和歌山城整備

業

企画課 南　秀樹 435-1044

事業実施の根拠法令 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

和歌山城内の主なイベントとして、３月

チ

下旬からの桜まつり、１０月 和歌山城公園、岡公園の各種イベントの実施に伴う経費

下旬から和歌山菊の会主催の和歌山公園菊花展を開催している。その

他、保育園・幼稚園児から高校生までを対象にした和歌山城公園写生

ェ

大会を開催し、受賞作品は、天守閣に展示する。

事
業
内
容

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度 令和08年度

和歌山城公園桜まつりにおけ 和歌山城公園桜まつりにおけ 和歌山城公園桜ま

事

つりにおけ 和歌山城公

ッ

務

園桜まつりにおけ 和歌

事

山城公園桜まつりにお

業

け

るボンボリ・提灯設

N

置委託業 るボンボリ・

o

提灯設置委託業 るボン

事

ボリ・提灯設置委託業

業

るボンボリ・提灯設置

名

委託業 るボンボリ・提

[

灯設置委託業

務等。 務

事

等。 務等。 務等。 務等

ク

業

。

和歌山城公園菊花展

基

における 和歌山城公園

本

菊花展における 和歌山

情

城公園菊花展における

報

和歌山城公園菊花展に

]

おける 和歌山城公園菊

2

花展における

補助金交

0

付業務。 補助金交付業

4

務。 補助金交付業務。

8

補助金交付業務。 補助

シ

0

金交付業務。

和歌山城

和

公園写生大会におけ 和

歌

歌山城公園写生大会に

山

おけ 和歌山城公園写生

城

大会におけ 和歌山城公

公

園写生大会におけ 和歌

園

山城公園写生大会にお

イ

け

る公募、意見聴取会

ベ

・表彰式 る公募、表彰

ン

式等開催業務。 る公募

ー

ト

、表彰式等開催業務。

事

る公募、表彰式等開催

業

業務。 る公募、表彰式

事

等開催業務。

開催業務

業

。

区分(

２

1

　事業コスト

事業費等

)

（千円）
令和04年度



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか できる ○ あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実

現状維持 ○

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

桜まつり・菊花展については、和歌山城内で開催される恒例イベントとして定着しており、また、写生大会については、園

児や生徒を対象とした写生大会の受賞

４

作品を天守閣に展示し

　

た。さらに、けやきラ

事

イトアップパレードに

業

合わせて、西之丸

庭園

の

（紅葉渓庭園）のライ

評

トアップを行った。本

価

市のシンボルであり、

評

観光拠点でもある和歌

価

山城の来場者の増加に

基

つなが

担当課評価の根

準

拠
る要因であるため、

[

今後とも事業を維持継

妥

続していきたいと考え

当

ている。

和歌山城内で

性

開催される桜まつり・

]

写生大会・菊花展につ

事

いては恒例のイベント

業

として市民に定着して

の

いる。今後も、より

市

ニ

民に安心して参加して

ー

もらえるよう取り組ん

ズ

でいく。

見直し・改善

は

内容

あるか 増加している ○ 横ばい 減少している

[妥当



事務 ト

(

8 5,528 5,37

1

2 5,377 6,62

)

4 6,624 0 6,6

事

24 0

正規職員以外 1

業

1,076 11,07

経

6 12,845 12,

費

709 12,828 7

管

,307 7,942 0

理

7,942 0

小計 16

経

,196 16,584

費

18,373 18,0

[

81 18,205 13

長

,931 14,566

期

0 14,566 0

国庫

総

支出金 0 0 0 47 15

合

31 0 0 0 0

県支出金

計

0 0 0 2 0 1 0 0 0 0

画

市　　債 0 0 0 0 0 0

]

0 0 0 0

そ の 他 1

そ

,893 945 1,8

の

71 3,169 1,9

他

25 1,996 3,0

分

43 0 3,043 0

一

野

般財源（税等） 5,6

別

98 8,371 8,4

目

65 5,133 7,3

標

36 6,601 6,2

２

37 0 6,237 0

所

住

要人数 正規職員 0.6

み

6 0.71 0.71 0

た

.69 0.69 0.8

い

5 0.85 0.00 0

と

.85 0.00

（人）

選

正規職員以外 4.66

ば

4.66 4.67 4.

れ

61 4.61 3.50

る

3.78 0.00 3.

魅

78 0.00

主な予算

力

内訳
光熱水費（５，２

が

５７千円）、管理委託

あ

料（２，７７１千円）

ふ

　等

れる

３

ま

　目標及び実績
指標名

ち

単位 令和04年度 令和

事

05年度 令和06年度

業

令和07年度 令和08

区

年度

活
動
指
標

企画展示

分

の開催回数
件

目標値 ３

(

３ ３ 3 3

実績値 3 4 3

2

達成度(%) 100%

)

133% 100% % %

自

目標値

実績値

達成度(

治

%)

成
果
指
標

わかやま

事

歴史館２階歴史展示室

務

の入場者数
人

目標値

実

法

績値 20,846 28

定

,791 30,956

受

達成度(%) % % % %

託

%

目標値

実績値

達成度

事

(%)

務

その他

政　策 １
中心市街地の魅力向上 会計 一般会計

款 商工費

施　策 １
中心市街地の

事

魅力向上 会計・ 項 観光費

予算区分 目 和歌山城公園管理費

取組方針 ２
賑わいの創出 大事業 和歌山城公園管理事業

中事業 和歌山城公園管理事業（南別館）

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel

業

和歌山城整備企画課 南　秀樹 435-1044

事業実施の根拠法令 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

庁舎南別館（わかやま歴史

チ

館）を運営し、魅力的な展示を行うことで 南別館の維持管理に伴う経費

、来場者に和歌山城の歴史や偉人先人について知っていただく。

事
業
内
容

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度 令和08年度

庁舎南別館

ェ

（わかやま歴史館 庁舎南別館（わかやま歴史館 庁舎南別館（わかやま歴史館 庁舎南別館（わかやま歴史館 庁舎南別館（わかやま歴史館

）の管理運営を行う。 ）の管理運営を行う。歴史展 ）の管理運営を

事

行う。歴史展 ）の管理

ッ

務

運営を行う。歴史展 ）

事

の管理運営を行う。歴

業

史展

歴史展示室での和

N

歌山城の歴 示室での和

o

歌山城の歴史・和 示室

事

での和歌山城の歴史・

業

和 示室での和歌山城の

名

歴史・和 示室での和歌

[

山城の歴史・和

史・和

事

歌山市の偉人、先人に

ク

業

歌山市の偉人、先人に

基

関する 歌山市の偉人、

本

先人に関する 歌山市の

情

偉人、先人に関する 歌

報

山市の偉人、先人に関

]

する

関する展示を行う

2

。 展示を行う。 展示を

0

行う。 展示を行う。 展

4

示を行う。

8

シ

6 和歌

２　事業コスト

山

事業費等（千円）
令和

城

04年度 令和05年度

公

令和06年度 令和07

園

年度 令和08年度

当初

管

予算 決算 当初予算 決算

理

当初予算 決算 当初予算

事

決算 計画 決算

事業費 7

ー

業

,591 9,316 1

（

0,336 8,351

南

9,276 8,629

別

9,280 0 9,28

館

0 0

伸び率（％） 0%

）

0% 36.2% △10

事

.4% △10.3% 3

業

.3% 0% △100%

区

0% 0%

人件費
正規職

分

員 5,120 5,50



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む 中長期的に取り組む ○ 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し ○ 適正 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実

現状維持 ○

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

わかやま歴史館２階歴史展示室独自の企画展示や和歌山城天守閣との共同企画展示を行い、来場者に史跡和歌山城をはじめ

、和歌山市の偉人先人等、和歌山市の

４

歴史を伝える施設とし

　

ての役割があることか

事

ら、引き続き現状通り

業

の展示や企画展示

がで

の

きる体制を維持したい

評

。

担当課評価の根拠

わ

価

かやま歴史館２階歴史

評

展示室では、年間３回

価

の企画展示を開催する

基

など、来場者に和歌山

準

市の歴史や和歌山市の

[

偉人先人

等を知ってい

妥

ただけるよう、展示内

当

容の充実を図る。

見直

性

し・改善内容

]事業のニーズはあるか 増加している ○ 横ばい 減少している

[妥当


